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7月19日「共謀罪法」廃止・安倍政権打倒めざす国会前行動

'鰯織部聯繍雛
猛
暑
の
な
か
、
み
な
さ
ん
の
ご
奮
闘
に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、

九
州
北
部
豪
雨
を
は
じ
め
集
中
豪
雨
に
よ
る
被
災
者
の
み
な
さ
ん
に
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

８
月
晦
日
は
、
氾
年
目
の
終
戦
記
念
日
で
す
。
日
本
が
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受

諾
し
、
軍
国
主
義
を
反
省
し
世
界
に
不
戦
と
平
和
を
誓
っ
た
日
で
す
。

「
国
連
会
議
」
で
は
７
月
７
日
、
人
類
史
上
初
め
て
、
核
兵
器
を
違
法
と
す
る

核
兵
器
禁
止
条
約
を
１
２
２
カ
国
の
賛
成
で
採
択
。
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
・
日

本
政
府
は
不
参
加
で
、
国
民
の
失
望
を
か
っ
て
い
ま
す
。

７
月
２
日
の
東
京
都
議
会
議
員
選
挙
は
、
「
共
謀
罪
法
」
の
強
行
採
決
や
９

条
改
悪
な
ど
、
国
政
を
私
物
化
す
る
安
倍
・
自
民
党
が
歴
史
的
大
敗
を
喫
し
、

過
去
最
低
の
邪
議
席
に
凋
落
。
日
本
共
産
党
は
野
党
共
闘
の
広
が
り
、
無
党
派

層
や
市
民
運
動
の
支
援
を
受
け
、
２
議
席
増
の
田
議
席
に
躍
進
。
改
憲
・
右
翼

団
体
「
日
本
会
議
」
の
加
入
議
員
は
改
選
前
の
訂
人
か
ら
、
妬
人
に
半
減
。

７
月
認
日
の
仙
台
市
長
選
挙
で
も
、
市
民
と
野
党
の
共
同
候
補
・
郡
和
子
氏

が
勝
利
。
市
民
と
野
党
の
共
闘
を
前
進
さ
せ
、
安
倍
政
権
を
打
倒
し
、
国
民
の

声
が
届
く
政
治
を
実
現
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

県
本
部
の
大
会
・
総
会
と
支
部
の
総
会
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
同
盟
は
、

「
共
謀
罪
法
」
廃
止
署
名
な
ど
、
安
倍
政
権
打
倒
の
先
頭
に
立
っ
て
た
た
か
い
、

来
年
の
創
立
即
周
年
め
ざ
し
、
支
部
を
基
礎
に
「
種
ま
く
人
び
と
」
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の

上
映
運
動
を
い
た
る
と
こ
ろ
で
開
催
し
入
会
を
訴
え
、
会
員
拡
大
と
国
会
請
願

署
名
の
自
主
目
標
を
達
成
し
ま
し
よ
う
。

主な 記 事

●
一
種
ま
く
人
び
と
」
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
運
動
と
会
員
拡
大
・
§
：
…
…
…
．
２

●
私
も
一
言
／
高
橋
巌
（
日
本
大
学
教
授
）
…
…
…
…
…
…
…
…
３

●
顕
彰
碑
／
内
田
鶴
吉
・
長
野
県
…
…
：
…
…
…
…
：
…
：
…
…
：
：
：
５

●
抵
抗
の
群
像
／
熱
き
文
学
の
情
熱
生
か
し
続
け
た
．
山
田
喜
一
…
６

●
同
盟
文
芸
／
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
…
…
…
：
：
…
：
…
…
…
…
…
７
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「
入
ら
な
ア
カ
ン
」
と

３
人
が
入
会

大
阪
・
池
田
・
箕
面
支
部

支
部
結
成
後
、
６
回
目
の
総
会
を
６

月
Ⅳ
日
に
箕
面
市
で
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
活
動
の
総
括
と
方
針
の
議

論
を
す
る
と
と
も
に
学
習
と
交
流
を
兼

ね
た
催
し
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
年
は
同
盟
創
立
訓
周
年
を
記
念
し
て

製
作
さ
れ
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
種
ま
く
人
び
と
」

を
観
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

役
員
会
で
議
論
す
る
中
で
、
多
く
の

人
た
ち
に
観
て
も
ら
う
た
め
に
は
「
公

開
」
す
る
こ
と
、
「
赤
旗
」
に
チ
ラ
シ

を
折
り
込
む
こ
と
を
決
め
て
準
備
を
進

め
ま
し
た
。
当
日
の
参
加
者
は
翠
人
で

し
た
が
、
う
ち
７
人
は
同
盟
未
加
入
の

方
で
し
た
。

は
じ
め
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
観
た
後
、
参
加

者
全
員
か
ら
「
ひ
と
こ
と
発
言
」
し
て

も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
な
ん
と
３
人
の
方

が
「
本
日
入
会
し
ま
す
」
と
言
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
「
入
ら
な
ア
カ
ン
」

と
思
っ
て
い
た
と
か
「
赤
旗
の
チ
ラ
シ

見
て
き
た
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
観
て
入
会
を
決

め
た
」
の
声
を
聞
い
て
嬉
し
く
な
り
ま

し
た
く支
部
準
備
会
で
上
映
３
人
が
入
会

山
梨
・
北
杜
準
備
支
部

山
梨
県
本
部
に
は
支
部
が
あ
り
ま
せ

ん
。
支
部
を
つ
く
ら
ね
ば
、
と
の
県
本

部
の
努
力
は
か
つ
て
な
く
高
ま
っ
て
い

き
ぐ
言
ソ
‐
に
暁
ユ
狸
型
濁
卿
璽
咽
空
工
鈍
修
一
函
零
室
こ
ぶ
″
仏
昭
旬
司
。
で

て
い
ま
す
。

北
杜
準
備
支
部
（
仮
称
）
の
Ａ
さ
ん

の
報
告
で
は
、
５
月
の
第
３
回
支
部
準

備
会
に
８
人
が
参
加
、
「
種
ま
く
人
び

と
」
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
上
映
し
３
人
の
入
会
者

が
あ
り
、
新
会
員
は
４
人
に
な
り
ま
し

た
。
『
治
安
維
持
法
と
現
代
』
２
冊

（
秋
号
・
春
号
）
、
共
謀
罪
パ
ン
フ
３

冊
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
２
本
を
普
及
○
「
共
謀
罪

の
行
き
着
く
と
こ
ろ
は
平
成
版
治
安
維

持
法
で
す
。
戦
争
す
る
国
づ
く
り
の
た

め
に
進
め
て
き
た
道
を
繰
り
返
さ
せ
な

い
た
め
に
、
も
っ
と
様
々
な
場
で
ア
ピ
ー

ル
す
る
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。
仲
間

の
中
だ
け
で
署
名
や
カ
ン
パ
を
集
め
て

い
る
と
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」
と
Ｎ

さ
ん
が
発
言
、
第
訓
回
県
本
部
総
会
へ

出
席
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
２
７
０
枚
普
及
・
上
映
旧
回

「
治
安
維
持
法
初
め
て
知
っ
た
」

神
奈
川
県
本
部

同
盟
神
奈
川
県
本
部
は
、
４
月
の

「
種
ま
く
人
び
と
」
Ｄ
Ｖ
Ｄ
発
売
以
来
、

販
売
普
及
と
上
映
会
活
動
に
取
り
組
み
、

７
月
妬
日
現
在
、
普
及
枚
数
２
７
０
枚

以
上
、
上
映
回
数
過
回
に
達
し
て
い
ま

す
○
川
崎
支
部
は
、
支
部
総
会
、
川
崎
母

親
大
会
、
他
団
体
と
の
共
同
、
そ
の
他

小
集
会
な
ど
４
回
の
上
映
で
、
２
２
４

枚
を
普
及
。
横
浜
中
央
支
部
で
も
支
部

総
会
、
小
集
会
な
ど
３
回
以
上
で
、
訓

枚
以
上
を
普
及
。
湘
一
用
支
部
で
は
５
月

の
支
部
総
会
、
茅
ケ
崎
寒
川
支
部
結
成

準
備
会
（
２
回
）
、
地
域
９
条
の
会
な

ど
で
４
回
上
映
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
晦
枚
普
及
、

８
月
に
は
地
域
６
団
体
の
共
催
で
上
映

予
定
。
横
浜
西
部
支
部
、
県
央
支
部
で

も
上
映
会
を
開
催
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
加
枚
以
上

普
及
し
て
い
ま
す
。
上
映
会
に
参
加
さ

れ
た
み
な
さ
ん
の
感
想
は
、
「
新
鮮
で
、

さ
わ
や
か
」
「
治
安
維
持
法
の
こ
と
が

は
じ
め
て
わ
か
っ
た
」
「
共
謀
罪
法
の

理
解
が
深
ま
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
。

上
映
活
動
を
会
員
拡
大
に
結
び
付
け
る

に
は
一
層
の
努
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
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同
盟
印
周
年
成
功
へ
県
本
部
大
会
・
総
会
開
く
御
鯛
碑
雌
側
崎
唖
献
吋
峨
脈
肌
燭
帥
脚

５
．
．
人
の
奈
娘
蕊
婆
卑
憧
舗
瀞
雛
瞭
薦
灘
鋼
畷
羅
雲

大
議
鯛
蕊
蓬
謹
選
蕊
蕊
謂
灘
野
党
共
闘
前
進
を
反
映

北
海
道
本
部
大
会

に
し
、
憲
法
改
悪
の
企
て
を
阻
止
し
よ
立
っ
て
、
正
し
い
歴
史
認
識
を
広
め
る

う
」
と
特
別
決
議
を
採
択
し
ま
し
た
。
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
国
賠
同
盟
北
海
道
本
部
第
調
回
大
会
は
６
月
釦

大
会
に
は
県
下
各
地
か
ら
加
入
の
代
を
強
く
大
き
く
し
よ
う
と
、
同
盟
創
立
日
、
札
幌
市
で
代
議
員
銘
人
が
出
席
し

蝿
三
三
二
三
三
三
一
三
三
這
一
這
這
一
脂
篭
一
躍
塞
潅
娠
三
這
潅
潅
一
渥
震
壷
一
三
署
三
雁
潅
涯
潅
薦

を
現
地
調
籍
溌
『
不
屈
」
に
闘
う
こ
と
の
意
味
ｌ
原
発
を
灘
蛎
灘
鵠

し
た
。
島
岡
氏
署
止
め
た
「
野
党
共
闘
」

高
橋
巌
に
、
保
守
を
含
め
た

機
農
業
者
で
元
警
察

弾
力
的
・
連
合
的
運

官
・
元
自
民
党
員
の
自
称
「
保
守
」
・
１
９
７
０
年
代
に
動
を
組
織
す
る
重
要
性
一
を
強
調
さ
れ
て
い
た
。

雪
ロ

糾
一

琶溺
害
は
今
な
お
収
束
の
見
通
し
は
立
た
な
に
翼
暴
力
団
か
ら
脅
迫
・
襲
撃
を
受
け
時
に
大
怪
我
ま
で
負

３
．
皿
直
後
、
「
原
発
の
な
い
地
域
社
会
．
う
一
方
、
大
金
を
積
ま
れ
懐
柔
さ
れ
る
こ
と
も
。

地
域
経
済
の
あ
り
方
を
考
え
た
い
」
と
い
う
「
美
し
い
ふ
る
さ
と
に
原
発
だ
け
は
絶
対
に
ダ
メ
だ
」

学
生
と
と
も
に
高
知
県
旧
窪
川
町
の
島
岡
幹
と
闘
い
続
け
た
島
岡
氏
の
生
き
様
は
壮
絶
だ
っ
た
。
彼
は

一
保
守
」
１
９
７
０
年
代
に
動
を
組
織
す
る
重
要
性
」
を
強
調
さ
れ
て
い
た
。

立
地
計
画
が
浮
上
し
た
窪
川
「
現
代
の
治
安
維
持
法
Ⅱ
共
謀
罪
」
の
情
況
下
で
も

原
発
に
抗
し
、
保
守
・
革
新
「
不
屈
」
の
人
び
と
と
の
「
共
闘
」
成
果
は
各
地
で
少
し

を
超
え
た
「
野
党
共
闘
」
の
ず
つ
花
開
い
て
い
る
。
私
た
ち
も
続
か
な
く
て
は
。

大
運
動
を
組
織
し
原
発
計
画
（
日
本
大
学
教
授
）
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て
開
か
れ
ま
し
た
。

初
め
て
民
進
党
の
横
路
孝
弘
衆
議
院

議
員
が
激
励
に
駆
け
つ
け
、
自
身
の
母

が
獄
死
し
た
野
呂
栄
太
郎
の
妹
で
あ
る

こ
と
に
触
れ
「
治
安
維
持
法
は
拡
大
解

釈
さ
れ
て
野
呂
ら
多
く
の
犠
牲
者
を
出

し
た
。
共
謀
罪
も
そ
の
危
険
性
が
あ
る
。

力
を
合
わ
せ
安
倍
政
権
を
倒
し
ま
し
ょ

う
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

「
共
謀
罪
法
を
秘
密
保
護
法
、
戦
争

法
と
併
せ
て
廃
止
さ
せ
る
た
め
に
、
市

民
と
野
党
の
共
同
を
発
展
さ
せ
る
要
に

な
る
同
盟
を
大
き
く
し
よ
う
」
と
の
「
方

針
」
を
全
会
一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。

新
役
員
に
は
、
宮
田
汎
会
長
、
横
山

博
子
事
務
局
長
を
再
選
し
ま
し
た
。
大

聯；
愚

磯
（
４
ぺ
ｌ
ジ
に
つ
づ
く
）

一
一

会
は
一
同

盟
創
立
帥

周
年
を
１

３
０
０
人

の
道
会
員

と
署
名
目

標
達
成
で

迎
丞
よ
し
よ

う
」
と
決

議
し
ま
し

た
。
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７
月
８
日
第
妬
回
兵
庫
県
本
部
総

会
を
開
き
、
帥
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

県
同
盟
は
「
共
謀
罪
法
」
に
反
対
す

る
闘
い
の
中
で
、
一
定
の
役
割
を
果
た

し
ま
し
た
。
マ
ス
コ
ミ
各
紙
か
ら
も
同

盟
に
取
材
が
あ
Ⅲ
「
朝
且
毎
日
」

「
神
戸
」
の
紙
面
で
治
安
維
持
法
弾
圧

犠
牲
者
の
体
験
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
正
し
い
歴
史
認
識
を
ひ

ろ
め
る
う
え
で
同
盟
の
は
た
す
役
割
が

強
調
さ
れ
ま
し
た
。
同
盟
結
成
別
周
年

ま
で
会
員
の
８
５
０
人
目
標
達
成
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。

新
役
員
は
、
会
長
に
戸
崎
曽
太
郎
氏

が
留
任
、
新
し
く
副
会
長
に
岡
正
信
氏

を
選
出
し
ま
し
た
。
役
員
の
平
均
年
齢

が
下
り
ま
し
た
。
総
会
は
最
後
に
「
共

謀
罪
法
の
廃
止
を
求
め
、
改
憲
策
動
に

反
対
す
る
決
議
」
を
採
択
し
ま
し
た
。

共
謀
罪
廃
止
署
名
の
先
頭
に

静
岡
県
本
部
大
会

７
月
晦
日
国
労
会
館
で
第
誕
回
静

岡
県
本
部
大
会
を
開
催
、
参
加
者
型
人
。

（
３
ぺ
Ｉ
ジ
か
ら
つ
づ
く
）

別
周
年
を
会
員
目
標
達
成
で

兵
庫
県
本
部
総
会

江
川
佐
一
会
長
は
、
一
治
安
維
持
法

犠
牲
者
に
国
家
賠
償
法
制
定
を
求
め
る

国
会
請
願
署
名
と
合
わ
せ
て
共
謀
罪
法

廃
止
の
署
名
浄
広
げ
る
努
力
を
し
よ
う
」

と
訴
え
ま
し
た
。
来
賓
の
林
克
県
評
議

長
は
、
「
国
民
主
権
を
求
め
、
戦
争
反

対
の
思
想
や
運
動
を
徹
底
し
て
弾
圧
し

た
治
安
維
持
法
と
瓜
二
つ
の
共
謀
罪
法

は
、
一
刻
も
早
く
廃
止
す
る
し
か
な
い
」

共
産
党
常
任
委
員
の
松
原
聡
さ
ん
は

「
県
民
の
共
同
で
安
倍
内
閣
の
退
陣
を

求
め
て
い
こ
う
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

山
田
巌
副
会
長
の
活
動
報
告
と
方
針

提
案
で
は
「
同
盟
創
立
印
周
年
を
、
請

願
署
名
と
仲
間
づ
く
り
目
標
の
質
と
量

の
充
実
を
」
と
強
調
。
特
別
決
議
「
東

京
都
議
選
の
結
果
に
学
び
、
治
安
維
持

法
犠
牲
者
国
家
賠
償
要
求
運
動
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
よ
う
！
」
を
採
択
し
ま
し

た
。
会
長
・
江
川
佐
一
、
事
務
局
長
・

見
機
久
礼
を
再
任
。

森
参
議
員
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

新
潟
県
本
部
大
会

新
潟
県
本
部
大
会
は
６
月
妬
日
、
午

前
加
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
初
め
て
全

１
日
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
狛
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
一
種
ま
く
人
び
と
」
の
上
映

樋
渡
士
自
夫
日
本
共
産
党
県
委
員
長
の

挨
拶
、
自
由
党
・
森
裕
子
参
議
院
議
員

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
。
続
い
て

増
本
一
彦
同
盟
中
央
本
部
会
長
が
「
今

日
の
情
勢
と
治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家

賠
償
要
求
同
盟
の
任
務
」
と
題
し
て
講

演
し
ま
し
た
。

昼
食
を
挟
ん
で
午
後
か
ら
は
、
３
５

０
人
へ
の
県
同
盟
の
組
織
強
化
を
前
面

に
掲
げ
た
議
案
の
提
案
に
対
し
、
７
人

の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
画
期
的
な
成

功
を
収
め
た
全
国
大
会
の
参
加
者
の
発

言
を
踏
ま
え
、
国
賠
署
名
の
後
退
を
反

省
し
、
署
名
と
会
員
拡
大
を
不
退
転
の

決
意
で
取
り
組
む
方
針
を
確
認
し
ま
し

た
。
役
員
は
、
会
長
・
事
務
局
長
に
相

沢
寛
氏
を
選
出
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
と
記
念
講
演

神
奈
川
県
本
部
大
会

７
月
８
日
、
横
浜
市
の
建
設
プ
ラ
ザ

か
な
が
わ
で
、
県
本
部
第
弱
回
定
期
総

会
・
記
念
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
弘
人
、
記
念
講
演
会
は
副
人
が

参
加
。
「
会
員
１
０
０
０
人
、
署
名
１

０
０
０
０
筆
、
支
部
の
結
成
・
再
建
、

『
種
ま
く
人
び
と
』
上
映
運
動
」
な
ど

の
新
た
な
躍
進
を
誓
い
あ
い
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
増
本
一
彦
同
盟
中
央

本
部
会
長
、
畑
野
君
枝
衆
議
院
議
員

（
日
本
共
産
党
）
、
岡
崎
ゆ
た
か
衆
議

院
議
員
選
琴
エ
修
陸
補
（
日
本
土
露
唾
延
、

民
青
同
盟
神
奈
川
県
委
員
長
、
国
民
救

援
会
神
奈
川
県
本
部
副
会
長
、
神
奈
川

県
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
反
対
同
盟
事
務
局

長
が
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

活
動
報
告
案
、
活
動
方
針
案
、
決
算
、

予
算
案
を
承
認
。
宗
形
孝
至
会
長
、
大

益
弘
事
務
局
長
を
再
選
。

第
２
部

は
当
種
ま

く
人
命
を
」

を
上
映
し

た
後
、
記

念
講
演
ぱ

増
本
一
彦

同
盟
中
央

本
部
会
長

が
「
治
安

維
持
法
と

『
共
謀
罪

法
」
］
を

テ
ー
マ
に

行
い
ま
し

た
。
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内
田
鶴
吉
は
１
９
０
５
（
明
治
調
）

年
、
長
野
県
下
高
井
郡
穂
波
村
佐
野

（
現
・
山
ノ
内
町
）
の
穀
屋
業
の
一
人

息
子
に
生
ま
れ
た
。
下
高
井
農
商
学
校

（
現
・
立
志
舘
高
校
）
に
進
学
、
英
語

が
得
意
で
柔
道
３
段
と
知
力
、
体
力
に

も
恵
ま
れ
て
い
た
。

高
校
を
卒
業
し
、
中
野
税
務
署
に
就

職
。
し
か
し
、
署
長
の
官
僚
的
方
針
に

反
発
し
１
年
た
ら
ず
で
退
職
。

星
雲
の
志
や
み
が
た
く
、
東
京
へ
。

第
８
回
メ
ー
デ
ー
に
参
加
し
た
。
な
ぜ

か
、
帰
郷
し
、
当
時
、
郷
里
中
野
町
で

発
行
し
て
い
た
地
方
紙
「
北
信
新
報
」

…

Illlllll探訪

青
年
団
・
労
働
運
動
に
力
注
ぎ

山
之
内
町
議
会
議
長
を
務
め
た

長
野
県
・
内
田
鶴
吉

に
積
極
的

に
投
稿
を

始
め
る
。

論
文
「
暗

黒
政
治
も

打
破
」

「
無
産
政

党
に
つ
い

て
」
「
無

産
政
党
と
労
働
組
合
」
な
ど
。

こ
れ
ら
の
論
文
執
筆
の
あ
と
、
１
９

２
８
年
、
下
高
井
青
年
新
興
同
盟
を
仲

間
と
と
も
に
結
成
。
青
年
や
農
民
に
働

き
か
は
鉦
差
者
新
聞
の
盲
信
ポ
ス
タ
ー

を
郡
下
に
張
り
出
す
な
ど
の
活
動
を
し

た
。
ま
た
、
中
野
町
に
あ
っ
た
製
糸
工

場
「
高
井
社
」
争
議
で
は
闘
争
本
部
に

加
わ
る
な
ど
、
青
年
団
、
労
働
運
動
に

力
を
注
い
だ
。

１
９
３
３
（
昭
和
８
）
年
、
長
野
県

下
で
起
こ
っ
た
大
弾
圧
「
二
・
四
事
件
」

で
は
、
日
本
共
産
党
、
全
農
全
会
派
の

活
動
を
理
由
に
治
安
維
持
法
違
反
と
し

て
逮
捕
。
懲
役
２
年
、
執
行
猶
予
４
年

の
判
決
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
南
方
戦

線
に
応
召
さ
れ
て
、
終
戦
を
迎
え
た
。

戦
後
、
山
ノ
内
町
議
と
な
り
２
期
務

め
議
長
に
。
１
９
９
１
年
に
亡
く
な
っ

た
。
山
ノ
内
町
佐
野
に
あ
る
、
興
隆
寺

墓
所
に
眠
る
。

交
通
長
野
電
鉄
終
点
・
湯
田
中
駅

下
車
（
長
野
県
本
部
・
遠
山
茂
治
）

事
件
の
こ
と
を

語
り
ま
し
た
。
（
「
不
屈
」
滋
賀
版
ｎ

年
７
月
号
よ
り
）

「
大
月
源
二
展
」
小
樽
美
術
館

４
月
９
日
～
７
月
２
日
、
小
樽
美
術

館
に
て
、
「
大
月
源
二
展
ｌ
新
た
な
リ

ア
リ
ズ
ム
を
求
め
て
」
を
開
催
ｂ
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
に
は
。
宮
田
汎
同
盟
北
海
道

本
部
会
長
、
横
山
博
子
同
事
務
局
長
、

寺
井
勝
夫
同
小
樽
支
部
長
が
参
加
。
５

月
別
日
に
は
、
上
野
武
治
北
海
道
大
学

名
誉
教
授
が
「
大
月
源
二
『
走
る
男
」

櫛
測
久
子
さ
ん
↑
戦
争
体
験
語
る

滋
賀
県
本
部
女
性
の
つ
ど
い

７
月
５
日
、
大
津
市
内
で
、
同
盟
滋

賀
県
本
部
第
加
回
女
性
の
つ
ど
い
を
開

催
．
大
津
支
部
の
櫛
測
久
子
さ
ん
が
父

母
、
妹
を
虐
殺
さ
れ
た
「
通
州
事
件
」

（
１
９
３
７
年
、
中
国
）
の
苦
し
い
思

い
を
語
っ
て
い
ま
す
。
櫛
測
さ
ん
は
長

い
間
こ
の
事
件
の
こ
と
を
話
せ
な
か
っ

た
と
い
い
ま
す
。
で
も
日
本
が
「
戦
争

も
日
本
か
一
戦
争

す
る
国
」
へ
暴

走
す
る
い
ま
、

戦
争
の
残
酷
さ

を
「
い
ま
語
ら

ね
ば
」
と
決
意
、

紙
芝
居
に
し
て

の
考
察
」
で
講
演
。
講
演
会
に
は
、
絵

画
「
走
る
男
」
を
源
二
の
妻
・
豊
子
さ

ん
か
ら
贈
ら
れ
て
所
蔵
し
て
い
た
阿
部

淑
子
さ
ん
（
１
９
３
２
年
、
警
視
庁
で

虐
殺
さ
れ
た
岩
田
義
道
の
妻
。
元
同
盟

中
央
本
部
副
会
長
）
の
娘
さ
ん
夫
婦
も

参
加
し
ま
し
た
。
（
「
不
屈
」
北
海
道

版
打
年
７
月
号
よ
り
）

土
岐
市
議
会
へ

「
共
謀
罪
」
取
り
下
げ
請
願

岐
阜
・
東
濃
西
支
部

同
盟
岐
阜
県
本
部
東
濃
西
支
部
は
、

６
月
土
岐
市
議
会
に
「
共
謀
罪
取
り
下

げ
の
要
望
」
の
請
願
を
提
出
。
６
月
岨

日
の
委
員
会
で
、
紹
介
議
員
の
小
関
あ

っ
し
議
員
の
発
言
を
予
定
。
と
こ
ろ
が

共
謀
罪
法
は
前
日
の
６
月
晦
日
、
参
議

院
で
強
行
成
立
。
東
濃
西
支
部
は
急
遼
、

小
関
議
員
に
「
委
員
会
審
議
に
の
ぞ
む

心
構
え
」
を
要
望
。
ま
た
議
会
委
員
全

員
に
、
中
島
東
濃
西
支
部
事
務
局
長
名

の
ア
ピ
ー
ル
を
送
付
。
一
応
ま
と
も
な

議
案
審
議
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
結
果
と
し
て
は
残
念
な
が
ら
、

「
議
会
制
民
主
主
義
破
壊
へ
の
怒
り
」

の
議
論
と
な
ら
ず
、
賛
成
３
対
反
対
５

と
な
り
ま
し
た
。
（
「
不
屈
」
岐
阜
版

〃
年
７
月
号
よ
り
）
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山
里
登
氏
は
１
９
１
０
（
明
治
妃
）

年
に
防
府
市
小
野
に
生
ま
れ
小
学
校
卒

業
後
、
国
鉄
教
習
所
を
お
え
て
、
三
田

尻
駅
（
現
防
府
駅
）
の
電
信
係
に
採
用

さ
れ
ま
し
た
。
Ⅳ
歳
で
し
た
。
山
田
氏

は
広
島
管
理
局
の
電
信
競
技
会
で
は
最

優
秀
賞
を
取
る
成
績
優
秀
な
国
鉄
職
員

で
あ
る
と
と
も
に
、
職
場
の
野
球
チ
ー

ム
の
中
心
的
存
在
で
あ
り
、
職
場
で
は

大
き
な
信
頼
を
得
ま
し
た
。

そ
の
頃
か
ら
山
田
氏
は
『
改
造
』
や

『
中
央
公
論
』
な
ど
を
読
む
文
学
少
年

で
松
崎
小
学
校
の
卒
業
生
の
国
鉄
職
員

や
郵
便
局
の
局
員
も
誘
い
、
同
人
雑
誌

『
松
の
友
」
（
出
身
校
松
崎
小
学
校
の

友
の
意
）
を
発
行
し
た
り
し
ま
す
。

文
学
サ
ー
ク
ル
で
は
小
林
多
喜
二
の

『
蟹
工
船
』
や
徳
永
直
の
宝
金
奉
都
市
』

な
ど
の
読
書
会
を
組
織
し
て
仲
間
を
広

げ
ま
し
た
。
焼
酎
を
飲
む
会
と
称
し
て

「
プ
ラ
チ
ナ
の
会
」
と
い
う
雑
談
会
も

組
織
し
ま
し
た
。
鉦
年
加
月
に
は
日
本 少

年
の
熱
き
文
学
の
情
熱

を
誠
実
に
生
か
し
続
け
た

山
田
喜
一

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
山
口
支
部
の

結
成
に
成
功
し
て
十
数
人
の
青
年
達
が

集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

細
胞
新
聞
「
軍
用
列
車
」
の
発
行

そ
の
頃
、
全
協
日
本
交
通
運
輸
労
働

組
合
国
鉄
広
島
分
会
が
組
織
さ
れ
、
広

島
の
活
動
家
・
岩
村
大
治
氏
、
三
好
惣

次
氏
ら
と
連
絡
が
つ
き
、
共
産
党
へ
の

入
党
を
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。
山
田
氏

は
文
学
サ
ー
ク
ル
や
野
球
の
仲
間
達
も

誘
い
、
国
鉄
労
働
者
を
中
心
に
数
名
の

共
産
党
細
胞
を
結
成
。
山
口
県
下
で
最

初
の
党
組
織
で
し
た
。

折
か
ら
満
州
事
変
か
ら
上
海
事
変
へ

と
中
国
侵
略
戦
争
は
拡
大
の
一
途
を
た

ど
り
ま
し
た
。
国
鉄
山
陽
本
線
は
軍
用

列
車
が
慌
た
だ
し
く
走
り
、
客
車
に
弾

薬
を
積
み
込
ん
で
い
ま
し
た
。

山
田
氏
ら
は
「
軍
用
列
車
」
と
い
う

細
胞
新
聞
を
発
行
し
て
国
鉄
職
員
に
配

布
、
回
覧
し
ま
し
た
。
山
田
氏
は
「
回

覧
で
読
ん
だ
瞳
貝
へ
の
影
響
は
大
き
か
っ

た
」
と
語
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
皮
層
が
ま
け
た
」

犯
年
８
月
同
僚
の
入
党
申
込
書
を
取

り
に
行
っ
て
帰
宅
し
た
と
こ
ろ
を
張
り

込
ん
で
い
た
特
高
警
察
に
逮
捕
さ
れ
ま

し
た
。
「
入
党
し
た
こ
と
は
言
わ
な
い
。

組
織
に
つ
い
て
は
言
わ
な
い
」
の
が
共

産
党
の
「
鉄
の
規
律
」
で
し
た
。
木
刀

と
竹
刀
に
よ
る
激
し
い
拷
問
が
３
日
連

続
で
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
山
田
氏
は

「
３
日
目
に
リ
ン
チ
の
場
所
に
連
れ
て

い
か
れ
る
と
肉
体
が
負
け
た
。
恐
怖
心

と
言
う
よ
り
皮
層
が
負
け
た
」
と
述
懐

す
る
ほ
ど
の
激
し
い
拷
問
に
党
組
織
の

存
在
を
自
白
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
結

果
的
に
は
組
織
は
壊
滅
し
ま
し
た
。

岩
村
大
治
氏
は
懲
役
６
年
、
山
田
喜

一
氏
は
懲
役
２
年
半
の
判
決
が
あ
り
控

訴
院
（
高
等
裁
判
所
）
ま
で
争
い
ま
し

た
が
判
決
は
変
わ
ら
ず
服
役
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
皇
太
子
（
現
平
成
天
皇
）
の

誕
生
恩
赦
と
い
う
こ
と
で
４
分
の
１
減

刑
に
な
り
釈
放
さ
れ
ま
し
た
。

出
所
後
、
活
動
を
再
開
し
『
レ
ー
ニ

ン
主
義
の
基
礎
』
や
『
史
的
唯
物
論
』

な
ど
の
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
が
、
特

高
の
監
視
も
厳
し
く
、
動
き
は
と
れ
な

い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。

戦
後
の
青
年
達
は
一
皮
慮
力
負
け

た
」
の
述
懐
と
戦
前
の
拷
問
の
ひ
ど
さ

を
鳥
肌
の
た
つ
思
い
で
聞
き
ま
し
た
。

そ
の
言
葉
を
多
く
の
青
年
達
が
印
象
深

く
受
け
と
め
て
記
憶
し
て
い
ま
す
。

共
産
党
山
口
県
委
員
長
に

山
田
喜
一
氏
は
戦
後
い
ち
早
く
、
山

本
利
平
氏
と
連
絡
を
取
り
宮
本
顕
治
氏

を
招
い
て
演
説
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
れ
を
機
に
、
県
委
員
会
を
組
織
し
て

県
委
員
長
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
共
産

党
の
卵
年
問
題
、
さ
ら
に
は
毛
沢
東
一

派
に
よ
る
激
し
い
分
裂
策
動
な
ど
の
党

破
壊
活
動
が
続
く
な
か
、
党
を
守
る
た

め
に
奮
闘
Ｕ
印
年
問
題
な
ど
で
一
時
期
、

県
委
員
長
の
職
責
を
離
れ
た
こ
と
は
あ

り
ま
し
た
が
、
加
年
近
く
に
わ
た
っ
て

県
委
員
長
を
務
め
ま
し
た
。

１
９
８
８
年
氾
歳
の
生
涯
を
閉
じ
ま

し
た
。
没
後
の
「
し
の
ぶ
会
」
の
さ
い
、

ご
子
息
は
「
死
の
直
前
、
が
ぱ
っ
と
起

き
上
が
っ
て
毛
沢
東
盲
従
分
子
の
名
前

を
挙
げ
て
非
難
し
続
け
た
の
が
父
の
最

後
で
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

山
田
氏
の
「
県
党
と
と
も
に
歩
む
」

「
山
口
民
報
」
舶
年
連
載
を
参
照
。

（
治
安
維
持
法
国
賠
同
盟
山
口
県
本
部

会
長
林
洋
武
）

－6－
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掘
珊

碓
田
の
ぼ
る
選

播
磨
路
の
酷
暑
の
峠
疲
れ
果
て
ど
戦
死
の
兄
が
励
ま
し
て
く

る
（
平
和
行
進
）
兵
庫
県
岸
本
守

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
摘
み
の
「
新
婦
人
」
の
活
動
に
意
気
込
む
妻

ら
を
朝
に
見
送
る
岩
手
県
小
杉
正
夫

震
災
で
三
た
び
仮
設
を
移
り
し
と
東
北
の
ガ
イ
ド
は
涼
や
か

に
笑
む
岐
阜
県
田
中
良

党
都
議
の
三
分
の
二
が
女
性
な
り
民
主
的
気
風
の
証
な
る
く

し

大
分
県
渡
辺
幹
生

夜
の
闇
に
イ
カ
釣
る
青
き
光
見
ゆ
西
伊
豆
の
海
生
き
て
お
り

わ
れ
と
同
じ
く
静
岡
県
江
川
佐
一

名
を
変
え
て
治
安
維
持
法
の
亡
霊
が
よ
み
が
え
り
来
る
〃
今

が
戦
前
″
福
井
県
黒
戸
六

避
難
所
に
遊
ぶ
幼
子
「
楽
し
い
」
と
言
う
も
顔
に
は
寂
し
さ

見
ゆ
る
岐
阜
県
和
田
昌
三

自
ら
が
集
め
た
署
名
千
人
分
持
ち
て
傘
寿
の
友
上
京
す

宮
崎
県
黒
木
直
行

カ
ン
パ
せ
し
都
議
選
躍
進
勇
気
満
つ
改
憲
阻
止
の
共
闘
に
夢

福
井
県
元
山
章
一
郎

と
よ

「
安
倍
や
め
ろ
」
コ
ー
ル
響
動
も
す
秋
葉
原
一
強
独
裁
の
末

路
予
感
す
鳥
取
県
大
久
保
櫓
菩

〈
選
の
あ
と
に
〉
つ
ゆ
明
け
宣
言
が
出
る
。
歴
史
的
な
都
議

選
で
の
日
本
共
産
党
の
躍
進
、
声
も
出
な
い
ほ
ど
の
自
民
党

の
惨
敗
。
安
倍
政
権
支
持
率
の
釦
％
台
へ
の
急
落
。
国
連
会

議
で
の
核
兵
器
禁
止
条
約
の
採
択
ｌ
ま
さ
に
歴
史
的
。
短
歌

に
息
吹
き
を
。

＃
右

皇
長
た
舟
運

野
党
共
闘
高
々
と
腕
梅
雨
払
う

鞘
玉
県
小
池
荘
八

辞
め
る
安
倍
し
が
み
つ
い
て
る
国
早
る
石
川
県
野
村
芳
泉

「
安
倍
や
め
ろ
」
灯
と
灯
に
響
く
梅
雨
の
闇

神
奈
川
県
天
野
三
葉
子

灼
熱
の
平
和
行
進
わ
た
す
夢

兵
庫
県
岸
本
守

汗
流
し
平
和
行
進
旗
か
か
ぐ

福
井
県
元
山
章
一
郎

〈
評
〉
小
池
氏
、
都
議
選
惨
敗
の
自
民
党
。
野
党
共
闘
を
発

展
さ
せ
、
国
政
を
変
え
た
い
。
野
村
さ
ん
、
天
野
氏
、
そ
れ

ぞ
れ
、
限
界
の
安
倍
政
権
批
判
。
岸
本
氏
、
元
山
氏
、
目
的

は
核
兵
器
の
廃
絶
で
あ
る
。

川
柳
鈴
木
い
さ
お
選

戦
さ
え
無
け
れ
ば
亡
兄
の
夢
も
見
ず鳥
取
県
大
久
保
穐
吉

〈
評
〉
本
当
に
そ
の
通
り
で
す
ね
。
「
亡
星
の
部
分
は
「
父
」

や
「
友
」
や
零
産
の
方
も
居
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
…
…
。

廃
炉
ま
で
民
に
負
担
を
背
負
わ
さ
れ大
阪
府
大
和
峯
二

加
計
事
件
ア
ベ
の
仲
間
が
共
謀
か

福
井
県
元
山
章
一
郎

こ
ち
ら
か
ら
こ
ん
な
首
相
は
願
い
下
げ
埼
玉
県
福
家
駿
吉

た
な
ば
た

七
月
に
何
を
吊
そ
う
「
喚
問
」
と

大
阪
府
堺
谷
肇
夫

ブ
グ
ロ
ッ
ク
ム
至
理
回
濯
』

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク

加
月
Ⅲ
日
霧
①
～
ね
日
争
⑦

旭
川
市

東
北
ブ
ロ
ッ
ク

９
月
６
日
の
ｅ
～
７
日
傘
の

秋
田
県
大
仙
市

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

９
月
７
日
季
の
～
８
日
（
金
）

兵
庫
県
し
あ
わ
せ
の
村

中
国
ブ
ロ
ッ
ク

９
月
加
日
谷
巳
～
Ⅲ
日
（
月
）

島
根
県
浜
田
市

北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

９
月
別
日
の
ｅ
～
別
日
争
⑦

長
野
県
湯
田
中
温
泉

四
国
ブ
ロ
ッ
ク

９
国
的
日
（
空
く
、
月
１
日
（
日
）

香
川
眉
否
同
松
市

東
海
ブ
ロ
ッ
ク

側
月
５
日
傘
⑦
～
６
日
（
金
）

三
重
県
菰
野
町

九
州
・
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク

Ⅲ
月
３
日
の
◇
～
４
日
（
水
）

福
岡
県
福
岡
市

関
東
ブ
ロ
ッ
ク

側
月
塑
日
喬
巳
～
飼
日
官
。

｛
塁
示
都
江
東
区

－7‐
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８
月
褐
日
は
終
戦
記
念
日

８
月
循
日
は
、
不
戦
を
醤
い
、
平
和
を
祈
念
す
る
日
で
す
。
ポ
ツ
ダ
ム
宣
怠
渥
受
窟
、
霞
条
件
陸
伏
し
、

軍
国
主
職
の
否
定
と
平
和
国
家
を
的
束
し
た
年
目
種
迎
え
ま
し
淀
。
『
国
連
会
躍
』
で
核
兵
霧
乗
止
条
約
を

採
択
●
安
僑
藷
三
首
相
は
こ
れ
に
背
を
む
け
、
秘
密
保
塵
法
、
窪
争
法
．
共
漉
罪
法
な
ど
を
相
次
ぎ
探
挟
し
．
「
戦

争
す
る
国
」
へ
歩
み
出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
阻
止
す
る
た
め
立
ち
あ
が
り
議
し
よ
う
噂

治
安
維
持
法
総
牲
者
が
怒
り
の
記
者
会
見

治
安
維
持
法
国
賠
同
盟
は
壱
平
和
・
人
権
・
民
主
主
義
の
守
り
手

治
安
鞭
掩
法
国
鱈
同
盟
は
采
持
法
穏
釜
君
画
家
賠
演
法
』
の
幅
分
・
頒
価
、
１
０
０
０
円
）
、

年
３
月
晦
日
．
箱
戚
釦
潤
年
を
剖
定
を
求
め
て
い
ま
す
。
こ
の
共
旗
潔
滅
の
廃
止
と
治
安
健
持

迎
え
ま
す
：
再
び
戦
争
と
悶
黒
運
動
を
知
っ
て
い
だ
だ
く
た
め
に
法
の
大
学
習
運
勧
に
取
り
組
ん

政
治
許
す
芯
蛾
と
運
動
、
歴
史
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
践
雷
『
種
ま
で
い
ま
す
。

冥
実
を
覇
ら
か
に
し
当
治
安
雄
く
人
び
皇
を
装
搾
百
Ｖ
。

季
§

市
民
と
野
党
の
共
闘
で
安
倍
内
閣
の
退
陣
を

衆
瓢
院
顛
員
の
任
鰯
は
．
来
年
が
全
国
的
に
進
ん
で
い
ま
す
○
目
．
買
値
独
戟
政
楢
を
退
陣
さ
せ
ま

確
月
で
瓦
野
党
と
耐
民
の
共
鴎
公
勢
力
奄
少
数
温
に
追
い
込
み
．
し
ま
弓

農織瀧鐘

治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠
腫
要
求
同
盟
中
央
本
部

〒
１
１
３
０
０
０
３
４
束
現
鰯
文
衷
区
瀕
興
ａ
ｑ
４
Ｊ
ａ
平
和
と
労
“
セ
ン
タ
ー

全
労
遍
塞
館
内
、
ヨ
皇
旦
垂
望
過
宙
隣
遥
●
里
塾
Ｐ
Ｑ
昔

Ｔ
Ｅ
Ｌ
心
Ｏ
３
０
５
Ｂ
ａ
２
０
ｅ
４
ｅ
ｌ
Ｆ
Ａ
ｘ
叩
Ｏ
３
０
５
８
４
２
ｑ
６
４
６
２

５
月
龍
日
、
治
安
雅
掃
涜
積
ｂ
『
共
湿
卵
」
の
翌
行
は
断
じ

瞳
掻
哲
４
氏
が
国
会
内
で
．
『
鞍
て
許
せ
な
い
と
鱈
者
会
見
。
理

を
描
い
た
瞳
け
で
治
安
癒
拐
法
代
版
治
安
雄
持
法
と
い
わ
れ
る

に
よ
っ
て
逮
挽
・
投
鰍
・
拷
問
さ
『
共
媒
雛
法
』
は
廃
止
以
外
な
い

れ
た
」
自
ら
の
体
験
荘
ど
怨
麗
と
砿
え
ま
し
た
．

沖
縫
辺
野
古
新
基
地
建
設
を

沖
鍵
辺
野
古
新
趣

や
め
さ
せ
よ
う

安
値
政
権
は
畢
無
許
可
で
辺

野
古
新
基
地
建
設
工
事
を
強

行
○
こ
れ
峰
沖
縄
県
民
の
昆

竃
を
無
視
し
た
も
の
で
あ
り
．

地
方
自
治
の
破
壊
で
あ
り
．
墓

地
の
拡
大
・
継
暁
種
す
す
め
る

も
の
で
す
ａ
辺
野
盲
新
遷
地
反

対
の
『
オ
ー
ル
沖
縄
』
の
た
た

か
い
に
呼
応
し
、
剛
い
を
強
め

ま
し
ょ
う
‐

８
．
迄
宣
伝
ビ
ラ

（
版
下
は
Ａ
４
、
Ｂ
４
判
）

埋立ｪ事の即時中塗
§建股断念を求める県民薬§

一
第
鮒
回
全
国
女
性
交
流
集
会

記
念
講
演
蒔
代
の
誕
一
一
署
伊
藤
千
代
子
」
藤
田
庵
登
氏
決
定
一

一
日
時
Ⅲ
月
枢
日
（
日
）
～
旧
日
（
月
）
一

一
会
場
一
言
Ｉ
ウ
ェ
ル
シ
テ
イ
湯
河
原
（
箪
蓉
４
６
甲
も
早
き
７
２
里
一

声
Ｉ
１
９
１
ｌ
４
９
８
０
８
８
１
０
０
Ｉ
６
９
０
０
Ｉ
０
Ｉ
ｌ
ｌ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
０
Ｉ
ｌ
Ｉ
０
９
０
０
０
０
８
０
ｊ
Ｏ
６
０
０
９
９
ｌ
０
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｏ
０
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
０
０
０
０
０
０
９
９
８
９
６
８
０
０
０
０
０
６
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
８
６
０
０
Ｌ

第
羽
回
全
国
女
性
交
流
集
会
は
、
ｕ
４
、
戦
時
下
の
弾
圧
の
実
態
と
た
た

月
廻
日
（
日
）
全
体
会
、
過
日
（
月
）
か
い
を
受
け
継
ぐ
。

分
散
会
で
、
会
場
は
三
ユ
ー
ウ
ェ
ル
全
国
か
ら
こ
ぞ
っ
て
参
加
し
て
く
だ

シ
テ
ィ
湯
河
厘
静
岡
県
・
熱
海
市
）
さ
い
。
（
詳
し
く
は
女
性
部
一
三
－
ス

で
す
。
（
下
車
駅
は
熱
海
駅
と
湯
河
原
ｍ
２
を
参
照
く
だ
さ
い
）

藤
千
代
子
」
、
講
師
は
『
時
代
の
証
言
７
月
ｎ
日
共
謀
罪
法
廃
止
国
会
前
行

者
、
伊
藤
千
代
子
」
（
学
習
の
友
社
）
動

の
著
者
で
あ
る
藤
田
度
登
さ
ん
（
国
賠
７
月
旧
日
「
不
屈
」
編
集
会
議

同
盟
中
央
常
任
理
事
、
東
京
山
宣
会
副
７
月
旧
日
「
平
和
の
権
利
」
実
行
委

会
長
等
）
で
す
。
伊
藤
千
代
子
が
生
き
員
会

た
時
代
と
闘
い
を
学
び
、
そ
の
こ
こ
ろ
７
月
旧
日
国
際
人
権
活
動
日
本
委
員

ざ
し
を
受
け
継
ぎ
ま
し
ょ
う
。

《
云

分
散
会
は
、
４
つ
の
テ
ー
マ
で
す
。
７
月
加
日
日
本
量
墾
公
至
奉
画
奮
異
云

１
、
活
動
の
交
流
（
初
参
加
者
を
中
共
謀
罪
ノ
ー
実
行
委
員
会

心
に
）

７
月
泌
日
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
準
備

２
、
現
代
版
治
安
維
持
法
「
共
謀
罪
」
安
倍
内
閣
退
陣
国
会
前
行

法
の
廃
止
に
向
け
て

動

３
、
女
性
部
づ
く
り
－
女
性
部
の
役
７
月
羽
日
憲
法
会
議
拡
大
常
任
幹
事

割
や
活
動
な
ど
。

会
・
憲
法
講
座

で
す
。
（
下
車
駅
は
熱
海
駅
と
湯
河
原

駅
か
ら
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
）
・

記
念
講
演
は
「
時
代
の
証
言
者
伊

｜
事
務
局
旧
旧
誌
一

務

局

－8－


